



































































































N1 日付 ｜付 ，谷fヴ 追出人 受取人
l 写真類 1-1 1901 "F 5 H 2fi I 東亜l司文書院，m院式
1-2 IBOI 'rj~ 5 月 26 Fl 東亜同文古院開院式
1-3 1901 年 5 月 26 日 東咽同文古院開院式
1-4 1901 年 5 月 26 日 東亜｜斗文訂院開院式後の饗宴





1-10 !Hへt I ’lj. ’1'‘ i 
1-11 集合写 1°!:
1-12 l!JUI IF 4 J:m 1 tWlfif,;J 文＇.＇ F院前 l Wl'l:Aq：式勺： 1'i
1-1:{ I !J02 'H J l 181 東r!lilii] 文l1f院第 2JUI ’ I：入学式写山
1-14 l!JOI "F ’f 集合写真（ !U111i[1il 丈A院｜持l院式後にr~t；！~か）
1-l!i I !l02 'rf fi Jl l·.i·完 集合写真（ !Urll!lri］文』院教日と学生） W:rll![il］文川院学 山洲恨ti!先生
友会
1-16 集合写H （東亜同文書院教口と学’I：、 rn竪虫校合i時代か）
1-17 集合写真（東亜同文書院教J.::！と学生）
1-18 集合写ti （東亜同文書院教員と学’I:の1具合写真）
I-HJ 1!1231ド 511 根津－ 1jfj院長、大汁1麟－￥新院長歓送迎会時の教職H家肱1具合写真









1-25 1918 年 2 I I 4 1- 記念写氏。［大iE七年：JIPYn於大阪網島鮒字顕彰悦w院長来阪紀念写真
大阪魁友同窓会関西支部l
I 2fi 1924 '.f fi J I 22El 記念写点。 f贈呈 制tit先生叙勲祝賀会紀念品i膨 大 IIJ；古参 11：六月主的 Ul 
掴友［1iJ窓会関西支部l
1-27 1915 11ミ 東側［1iJ 文；＇f院での学l付弁論大会写真。ハスケル路似校｛7時代
1-28 藤隠すえの氏か。 1!1洲雌で出影か
1-2!) 1920 年 恨ii! －~｛族写真
1-:m 東！Iii同文 i!f院講堂における恨津~·j(l刊i式写真
1-:1 東i!l!I司文書院講堂における恨津一追悼式写真
1 :12 海防路臨時校舎、文治＂1における恨i'lt ー追悼式写此
1-:1:i 東mu司文 i!f院講堂における根津一迫仰式写真
1-:14 大辿における根坤・泊悼式の写真
1-35 1939 1f 2 JI18 日 渇）,i(ii）窓会京浜支部ui：の根津ート三（iiJ.1忌追悼座談会＇1J1't
1 :lG 東亜（ii］文書院講堂での恨it!ー追悼式写！＇｛
1-:17 1920 年代後半？ 東自Iii司文書院講堂での脱出ー追悼式》j'J.'.
1 38 1927 1ｰ 2 J I 22IJ 奉天興開寺における限付！ー追悼法会＇ljj'J.'.
)-:l9 1927 年 2 }I 22 1 奉天oomt寺における制作一追悼法会写氏
1-40 1927 年 2 1122 n 奉天風！神寺における恨fltー追悼法会写山
1-41 1927 勾：2 }I22 I l 奉天興抑寺における制Ntー追悼法会写J't
1-42 1927 iド 3 1 2:l 1 東imft;J 文会主催による、芝増I：寺て・の制tit －追悼会写 J't
1-4:l 1933 年 2 I I 日 1 東亜（di 文｛＇f院講堂における恨津一七悶忌祭典写真
1-44 19391ド 2 I 恨tit- .十三回忌記念写山
1-45 18931ド !ill 日前貿易研究所卒業＇！J.!'i 
1-46 1896 11ミ 9 I 12:i l= 上海で挙行された、 II 消貿易研究所出身の楠南友次郎、悩原林王子のj(lャ；i式写
真か
1-47 呂海賢写真 呂海質 根W-·
1-48 








1-57 I !l()(i '.J, 4 JI:m Fl 
1-58 


























( i川 （Ii a写 1'i
(J) f 三烈 .I：拡僻 I （附拘11·六年卜 JI :_ Iｷ J Ji:'6輪史的寺境1J,J ニ也立）
c之， ：.，烈士写！＇i （［（［崎，｝J ：＿郎、鎖的 i郎、藤崎秀）


















2-2 1920 年 IO JI 24 I 目録（紋Rfl ・！TIを脱出先生の迎！昔祝いに l!'”った、という内容） 東111!同文古院f,iJ 根津先生令犬人
窓会
2-] 1!}24 年 Ii JI 22 日 ,~1u （叙勲記念として「i像耐iを ·11hj贈呈する、という内行） l：海東亜同文11f 恨津先生
院 f1iJ窓会大阪
支部
2-4 1895 年 :i J 12:1 日 勲六~叙｛立・瑞＇ iU;'c授与証，＇f 大r：：柄、儲川 fr' 恨律一
的、藤井善試
2-5 1895 ｛ド 5 J J 2:1 I I合rn~·~J f!Hlt 」 大給t!l
2-G 1895 年 HI I叙勲荷履歴届IB心｛号l 首勲l..j
2-7 1895 年 9 月 20 日 .ft\光也日章授与，iuE;1f 大前；恒、横HI斤 恨津一
前、 雌J十善，T
2-8 ① 1895 年 9JI 30 日 ①金璃勲章授与J1H'f 1J）入；給恒、揃川 恨津一
( 1895 {J: 7 J ②I叙勲者履毘l11i/B心得j 丹市、藤井持J
2-!) 1895 年，on s 日 I従'i!C,l己草個別行心｛号l
2-10 1895 年 lI JI18 日 I明治 If·七、八年従w記章ヲ受ケタル者rm111心mJ
2-11 領収証（無記t股）
2-12 1895 年 lI 1181:I r Fl 本帝同明治二｜・七八年従＇11(,fi..!市之証j 大船柄、横Ill~ 制作一
町、雌JI：善.＝t
2-13 1j) 189G 'rf 1 J I 27 日 Q）胞日小綬章授与証』 cD入；給恒、摘川 荒尾梢
②I首i~J 丹市、藤井苦J
2-14 1924 年 5 )l:H H 勲二苛；叙位・ J'JJ'j｛市授与証J fill行政敬、郡山 恨津・
刊、伊予備
2-1:i 家肱n l 通、割問川I i昌 担Hit 1f/j品千畝
2-Hi 1 !l5 1,7 JI2:1 I I 日制2 通 担Hit ・ t:im千畝
2-17 l!l23 ｛ド :i !12711 I制作先生送別記念贈呈if稿 IIUJ lt!11f!f司文1'f院臓 恨津－
u -(i] 
2-18 192:l 年 5JI 27 IJ rJt.!J （銀3 万ドルを書斎建築伐として献＇，tする、という内作） 東11Efiij；文書院職 恨津一
fl·同
2-19 H):!9 年
2-20 ① 1929 年 9 川 H (:I 
（争 1931 年 9 JI 28 日
2-21 
2-22 1936 年 4 J-12 1 




2-27 1%2 1ド 7JI 2ｷ1 1 
2-28 l!l:i2 1ド !l JI IH 1 
(ijrnn 
2-29 l!l!i2 " 10 JI 
2-30 1 !l52 IJ! 1 J I 1 I
















京都新聞・ 11j 日新聞代金制収証 (I！日 l 年 6 JI 分、三十2 位）
税金支払川紙
itHf料金日~iJlx,liE




封間のみ (N.に 1御班f料j 、自に r ＜~拾PIJ とあり）
トドl札一枚
包み紙（［おそまつ 克服l とあり）
包み紙（ r~，，，御見舞 将lM 大t家主知！とあり）
供Tl！・による開軍通訳日峰山武彦・ら 7 人の ~l.IB;M：占
草稿紹（添削された 1J1(1iJ訴の作文か）




































3-5 I卑見J （帝国市人、［ Ii）防関係の内容）
3-6 日刊f間外交文古の写しか。日本語・中同.it~あり
3-7 草稿綴（国民同盟中央大会ililQ）または定議）
3-8 Hl20 {f. I OJl ド滑 I沼ih'il司人捕亜表彰｛之塔l
3-9 東ill[[,i）文書院設立の意義、経過、実績などについて（•l•[!i］語）
3-10 封筒のみ l l 枚（斑lffi に rm点市赤坂区溜池町三番地 lit［吋法人点目Elli）文会
根内」l とあり）
:HI l::lh'f~争中、特殊任務に就き犠牲となった ID 名の名簿
3-12 1939 年 12 JI 1二流 『金剛抄東亜同文舟院第十五Jg）生会』
:H3 1!)23 年 新UH切り披き
3-14 箱崎志津摩（同文押院第 l Wl'I：）への弔文の草稿 (1'£!11!同文押院長恨rnー
撰）
3-15 I隙WJ r八肱l
3-)(j 1\)27 年 HI I再興帳l。根付t －葬儀の際のもの
3-17 r1::1 支満蒙新協約案j
:H8 ノート l 冊（計舗のメモ）
3-19 I卑見J （草稿。帝国軍人、子E郷'ii（人団のありん・について）
3-20 自見武夫が目的戦争中に処刑される醸子をJ己したものか（臨写、断Ji· 3 校）
3-21 「九月一日震災ニ就テ（大正I'二年十一月十五日調） 掘友同窓会京浜支部会
目消息調l
3-22 1914 年 5J 『対支那経営助成案j 東亜同文会
3-23 !!JOO 年 12JI I恩給Ml求書l I制限苦l 制tit ・ 第一師同封
リj爵川村 l;tlVI
3-24 rw銅紀念碑 ・MJ。山崎ff.L.f!I：の死を悼む占銅紀念碑文l面の草稿か
3-25 )!)23 年頃 『新学制ニ関スル説明書j 天神［1i）文書院 江藤栄吉
3-26 1!139 年 2 月 18 日 『根ii!先生第卜三回忌法要 11名録』
3-27 『前同大臣tlf翰j。劉坤ーらより近衛篤麿らへ宛てた古間iの写し
:MB 1 r,11 および日中間などで締結された作附条約の写し
:i 29 r -}:."/: ,'i本 J 2 部
:i-:m f天源開日未学J （写本か、イン夕方き）
:1-:1 1924 1F 9 J I tfi I 対一五変再Ll昔（i'i'.YJ.見l （市制）
:1-:12 1924 "F !l JI tfi I卑見J （対文変乱m1町内．見）
:1-:1:1 I政治思見J （普選後施政怠見）
:1-:14 I教化立見J （普選後教化意見）
:1-:15 1897 '.j: r i,1tt:：金陵同文書院望日:fiJ （草稿か） ~！ 1(1!11i］文会
:1-:li fl弘，J~rnrnt地及1旬満安俗鉄道の期限に｜問する問題の経過l
:1-:17 rH’下的興業研究所，lQ: t；：東l 、 rn1；会自L没 ι （絡・ 3長）J ( 1924 年 1 I I!l 1 ＞、
r111,,;1.紙興人；学設立案l
:1 :18 r11r通~）~＇1i行準備ニl民I スル卑見 J ( 2 部。うち l ftll は校，EJ 日）
:1 :m 1895 'if: :i I 18 1 r.w原11,lfJ （日消戦争q’に処刑された，f:j ~！武夫を殉難の l：として、ん ,t.:H· に校
uの，ti'/願）
:1 40 写経 5 吊；と写経川／J；（仙川紙 2 (fl；。 1政 ffHl!Milt 白： Ht1!1 ノリ粍！とあり
:1 41 ｜士、I泊t n1trrn.1 の市制
:1 42 I 支 JJI：人内地雑肘リ＇J. 礼拝l
:l-4:l 1904 'iF !l JI !WI！・による戦後’H 業純計提案川（ 2 (f;) 
:1 4 自l:ix 
:l-45 1896 1J: :1 J 11 IJ I大日本！J.~ ヲ1顕彰会，i世ιI：旨 j
:l-4(3 1895 iJ: 10 JI I故 ｛ i川伍ー居上fr六千1殉難亡友追！万w；会の硫J （護持7i'f衆）
:l-47 1945 "F 12 JI r IJ,i: I：拘束亜同文川院大学交接1fj （コピー）
:1-48 荒lrlW f対消弁妄』のコピー（レイアウト川）
:l-4!) 荒lrlW 『伝記材料郡：j














4. 去、 4-1 191211011 JI U.海東亜同文ill院卒業生・在学生現況一覧表大11:Ji;'iド十一月調J (:J 校）
設計岡面 4-2 虹橋路校舎設計図面（英文・ 3 枚）
( The New Proposed Store For TungWcn College 
( The New Proposed Dininghall For TungWen Colle即 Al Zikawei 
③1・he New Proposed Dormitoη’ For ’1: W.C. Al Zikmvei 
5 名刺 名刺4G 枚
5-2 名刺42 校
5-3 名刺543 枚（甑数の人名を書き連ねた紙 l 枚を合む）、飲品川子用迫fl\会案内
(1900 ,.,o12 月）













7-7 1908 年 I前’府内経素問上古天t't論l I四時調和11 入；論j の写し
7-8 1920 年 2JI 25 日 I孝純l 、曽同文甫写
7-9 墓誌銘拓本
7-IO 1920 'rf. 活源服/.I幅
7-11 1920 年 陳i世光・栂念祖苦 I協会称蹴l






8. 銅像、 8-1 
j'j 悌画期t1; 8-2 
8-3 






!} . t＜.穎 !H 
10. 雄 10-1 







~7UJt書 riU•IEluJ 文書~）t(JIJ立二 f·1j：紀念 ·inf司風窓，tiJtJ
両市総長酷飢J水書 I何llll而善l
梁，，~超w rJ』~作人l
,•t 見帆 Ull刷 I J，主）
相HI! ー銅保（な｛如、手，Nt 題字 r,11洲根w ・；＼；＇I:像l
似rl! －銅像（胸像）、赤刷の台時
制rlt .肖像11hj (1111絵、 ritiJU.luJ窓会l略h'li支部,11（（ 日 j とあり）
ff占 rllゑいた人リl'i
f.Ult ｷl'f Ii~，滅企JI 桝リ
旋回W.tf I 人の本心Ulfにして l
1l11Wt：陽，If制




















Nn 日付 1J. 釘t勺T・ 差出人 受取人 寄贈者氏名 寄贈年月日
10 10-24 寄贈ドさった資料〔 10-25 から 10-31 〕の説明 阿部弘 記念センター 阿部弘氏 2005 年 l 月 6 日
I(ト25 (iF不明） 『人間の碑』を読んで感動したことなどを記した書簡。品－Ill氏は向 島田 阿部弘 fiJ 1-: fwLI-: 
12 月 29 日 田孝夫氏（苫院34 期）のこと
10-26 中国の蝶の見本（阿部氏が1j1(Jilの知人に土原としてもらったもの） lwJI-. 同上
10-27 f人間の碑』関係資料（目録、名簿） 向上 fi'j l: 
10-28 台北の国父記念館学芸員からもらった D VD 同I: 同上
10-29 肱通信、パンフレット類 同上 向上
I0-30 2003 年正月 年賀はがき。深谷氏は古院42 期 深谷敬 阿部弘 fwJ 1: fi1J I: 
10-31 ①写経（三l・ 9 枚、 2004 年 IO H ）、写経の理由を均いたはがき l 枚 1111 上 向上
② l二村美希雄 I特別寄稿 宮崎兄弟資料館の開設に参画して！の
コピー
10-32 2004 年 向Ill孝夫氏より阿部氏に贈られた色紙 向上 2005 年：J Jc] 2fi 日
10-33 中国・西安大雌寺塔慈恩寺への写経奉納資料 同｜二 lti] ]-. 
10-34 阿部氏の記念センター宛11f聞と写経（2006 年、計 9 枚） 同上 2006 年 I H l~J 日
l(}-35 記念センター宛書問、村岡正三氏（ t'I院36 期）のタイ・アユタヤ 同 i二 2006 ij-: 4 月 24 13 
のスケッチ（2004 年 l l 月 18 日の日付け入り）
Hト36 焼き物の皿と資料 同上 2006 1rド 7R :ifl 
10-37 陸羽『茶経』。阿部氏の解説メモ付き ｜司 I: f1iJ I: 
10-38 200G iJミ 7HG 日 般若心経の写経 2 部（2006 年 7 月の寄贈位l書に扶んであったもの） 同上 2006 年 7 円 IO 日
10-39 『毎日新聞』夕刊（2006 年 6 月 271::l) 向上 2006 ij: 7 月 14 日
15 lfi-4 ~B辞典原稿カード 14 枚 w院時代のもの） 今泉拙l太郎氏 2006 年 lIH 
23 23-1 岡村正文氏（書院20 期）の古院時代の中国語ノート 中村車男氏 2006 fド 5 月 8 日
24 24-1 『東亜同文会章程』 (1899 年日月）のコピー 松田修・氏 2006 "f fi H 8 日
25 25-1 2005 年 I軒両（題名は I三峡下り J) 安滞隆雄氏 2006 年 7 月
25-2 原稿コピー 2 ｛＇部（愛知大学で行われた安津氏講演会（2006 年 7 月 向上 同 t
22 日）の際、氏が用立された原稿を記念センターでコピーさせて
頂いたもの）
